
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
目
視
等
及
び
図

面
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
目
視
及
び
図
面
に

よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目

視
及
び
図
面
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

三
十
七

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
四
の
日

乾
場
の
放
冷
す
る
た
め
の
設
備

三
十
七

日
乾
場
の
火
薬
類
を
放
冷
す
る
た
め

の
設
備
の
有
無
を
、
目
視
等
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
日
乾
作
業
終
了
後
火
薬
類
を

放
冷
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
火
薬
類

を
放
冷
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
、目
視
等
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
四
の
日

乾
場
の
放
冷
す
る
た
め
の
設
備

三
十
七

日
乾
場
の
火
薬
類
を
放
冷
す
る
た
め

の
設
備
の
有
無
を
、目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

た
だ
し
、
日
乾
作
業
終
了
後
火
薬
類
を
放
冷

す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
火
薬
類
を
放

冷
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
、
目
視
、
図
面

又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七
の
二

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
五

の
星
打
ち
場
又
は
星
掛
け
場
の
日
光
の
直
射
を

防
ぐ
た
め
の
措
置

三
十
七
の
二

星
打
ち
場
又
は
星
掛
け
場
に
お

け
る
日
光
の
直
射
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
の
状

況
を
、
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七
の
二

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
五

の
星
打
ち
場
又
は
星
掛
け
場
の
日
光
の
直
射
を

防
ぐ
た
め
の
措
置

三
十
七
の
二

星
打
ち
場
又
は
星
掛
け
場
に
お

け
る
日
光
の
直
射
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
の
状

況
を
、
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八

第
四
条
第
一
項
第
二
十
五
号
イ
の
爆
発

試
験
場
等

三
十
八

爆
発
試
験
場
、
燃
焼
試
験
場
、
発
射

試
験
場
又
は
廃
薬
焼
却
場
に
つ
い
て
、
危
険

区
域
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
目
視

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八

第
四
条
第
一
項
第
二
十
五
号
イ
の
爆
発

試
験
場
等

三
十
八

爆
発
試
験
場
、
燃
焼
試
験
場
、
発
射

試
験
場
又
は
廃
薬
焼
却
場
に
つ
い
て
、
危
険

区
域
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
目
視

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八
の
二

第
四
条
第
一
項
第
二
十
五
号
ロ
の

土
堤
、
防
爆
壁
又
は
防
火
壁
そ
の
他
の
延
焼
を

遮
断
す
る
た
め
の
措
置

三
十
八
の
二

土
堤
又
は
防
爆
壁
を
設
置
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
土
堤
又
は
防
爆
壁
を
、

別
表
第
二
第
十
六
項
又
は
第
十
八
項
に
掲
げ

る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
し
、
防
火

壁
そ
の
他
の
延
焼
を
遮
断
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
、
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
火
薬
類
が
爆
発
し
又
は
発
火

す
る
こ
と
に
よ
り
周
辺
の
施
設
に
危
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
を
、
目
視
等
、
図
面
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八
の
二

第
四
条
第
一
項
第
二
十
五
号
ロ
の

土
堤
、
防
爆
壁
又
は
防
火
壁
そ
の
他
の
延
焼
を

遮
断
す
る
た
め
の
措
置

三
十
八
の
二

土
堤
又
は
防
爆
壁
を
設
置
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
土
堤
又
は
防
爆
壁
を
、

別
表
第
二
第
十
六
項
又
は
第
十
八
項
に
掲
げ

る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
し
、
防
火

壁
そ
の
他
の
延
焼
を
遮
断
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
、目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

た
だ
し
、
火
薬
類
が
爆
発
し
又
は
発
火
す
る

こ
と
に
よ
り
周
辺
の
施
設
に
危
害
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
お
そ
れ
が

な
い
こ
と
を
、
目
視
、
図
面
又
は
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
十
八
の
三

第
四
条
第
一
項
第
二
十
五
号
ハ
の

周
囲
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

三
十
八
の
三

周
囲
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
等
、
図
面
又
は
機

器
等
の
作
動
試
験
若
し
く
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
十
八
の
三

第
四
条
第
一
項
第
二
十
五
号
ハ
の

周
囲
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

三
十
八
の
三

周
囲
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
、
図
面
又
は
機
器

等
の
作
動
試
験
若
し
く
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

三
十
九

第
四
条
第
一
項
第
二
十
六
号
の
火
薬
類

等
の
運
搬
容
器

三
十
九

火
薬
類
又
は
そ
の
原
料
を
運
搬
す
る

容
器
に
つ
い
て
、
当
該
火
薬
類
又
は
そ
の
原

料
と
化
学
反
応
を
起
こ
さ
な
い
材
料
を
使
用

し
、か
つ
、確
実
に
蓋
の
で
き
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、
目
視
等
及
び
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

三
十
九

第
四
条
第
一
項
第
二
十
六
号
の
火
薬
類

等
の
運
搬
容
器

三
十
九

火
薬
類
又
は
そ
の
原
料
を
運
搬
す
る

容
器
に
つ
い
て
、
当
該
火
薬
類
又
は
そ
の
原

料
と
化
学
反
応
を
起
こ
さ
な
い
材
料
を
使
用

し
、
か
つ
、
確
実
に
蓋
の
で
き
る
構
造
と
な

つ
て
い
る
こ
と
を
、
目
視
及
び
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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